第２６回　府政情報室会議の概要
日　時：平成２１年１１月１１日（水）
　　　　・議題１　広報戦略（広報予算）　　　　13:45～15:00　　　　
場　所：室長室
出席者：・議題１

　　　　　府政情報室長、広報課長、府民課長、情報公開課長、広報課参事、
　　　　　広報課課長補佐、広報課総括補佐、広報課課長補佐、広報課総括主査、
広報課総括主査
　　　　
＜議題１；広報戦略（広報予算）＞
【府政情報室長】
ターゲットは府政だよりを読まない人だと思うが、どうやってそれらの層に届けるのか。
媒体は、紙なのかＷｅｂなのか。Ｗｅｂであれば今のＣＭＳのホームページに関心のない若者をどうやって振り向かせるかが必要である。

紙の媒体を作るなら、ターゲット、コンセプトをはっきりとさせないと手に取ってくれない。

戦略論が必要であり、最初から中身の話をしてもだめ。
若者はどういう情報を求めているのか、府政情報の中に若者が求める情報があるか、そういう分析がないと内容を議論することはできない。

【広報課参事】
若者になるほど、新聞の購読率が落ちている。

【府政情報室長】
それなら、郵送など、府政だよりを新聞折込以外の方法で届けたらいいのではないか。
若者は府政だよりを欲しがっておらず、必要とする人に届くようにすればよい。

新しい紙媒体を考えるのなら、既存の媒体を最大限ＰＲするよりも新しい広報紙を出すことが効果的であるということを証明しないといけない。

例えば、新聞、テレビなどのマス媒体の取りまとめや各課がばらばらに作っているちらし、パンフレットを集約するという構造改革をする。ちらし類をまとめた広報物は２月に１回発行し、府政だよりを読んでない人たちに届ける。府政だよりを見ない人用の専門雑誌とする。

府政だよりは部数も減ってきているし、情報量も限られている。だから、府政だよりを重点広報手段とせずに、違う媒体を作るといった理論構成、戦略があれば、少しは議論の遡上にのるであろう。

ただ、これも入り口にすぎない。情報を詳しく知ろうと思うとやはりホームページ。
しかし、ホームページは興味がないと自ら到達しないから、それぞれの媒体にＱＲコードをつけて誘導する、府のホームページの広告をYahooなどのサイトや他の自治体のホームページにのせてもらうなどといった誘導する仕掛け作りが必要。
いきなり若者をターゲットとした紙による新規媒体と言われても、現状が分からなければ打倒かどうか判断できない。

【広報課参事】
新聞折込の方法を取っている限り、府政だよりの情報が２０代、３０代には届きにくいのは確か。それでは媒体を変えたら届くのかどうか。仮に府政だよりを若者に届けたとしても読んでくれるかどうか。府政の情報を加工しないと読んでくれないと思う。

【府政情報室長】
府政だよりでも、かなり加工している。

雑誌等がどんどん廃刊されていく中で、情報を加工したところで、若者が飛びつくとは思えない。若者も含めたらいいとは思うが、あえて若者をターゲットにというのがいいのか。若者といったら中高生も若者。

【広報課参事】
若者でないとすると、どこをターゲットにするのか。
【府政情報室長】
若者を含め、新聞をとっていない人全部。

府政だよりを見ない人に対して、府の総合的な情報を届けるツールが必要。

【広報課参事】
この情報誌は、内容的には府政だよりと同じようなコンテンツだが、情報の加工の仕方が違う。府政だよりよりもう少し突っ込んだ内容を考えている。

【府政情報室長】
府政だよりを見ない人を前提としているなら、思わず手にとってしまうような情報誌でなければならない。

そうなると大阪府の情報だけではなく、市町村情報、他府県情報、民間情報などを掲載していくことが必要であり、他の自治体とのタイアップも必要。

いままでにないものといったらそういう感じではないか。
【広報課参事】
編集方針がないものは手に取ってもらえないと思う。手に取りたくなるような情報を入れていくのか、こちらが知らせたい情報をいれていくのか、もしくはファン作りを目的とするのか方針を決めていかなければならない。
【広報課長】
手に取ってもらうということが必要。知らせたい情報だけ載せるとしたら府政だよりがもう一つできるだけ。

【広報課参事】
興味関心を持ってもらえるように、府政だより以上の情報が入るということがないと意味がない。

【府政情報室長】
そうなるとターゲットは若者だけでなく、府政に対する無関心層全部となる。

ホームページは見ないけど、府政だより以上の情報を入手でき、あわよくばホームページにも誘導できるといった情報誌が必要だということを説明しないといけない。
その上で編集方針、コンテンツ、届ける手法の議論になる。

【広報課参事】
府政だよりは手にとってもらえないし、購読数が落ちている。

そもそも府政に関心がない層に府政の情報を知らせるためには、フックになるようなものが必要。それには表紙のインパクトや中身の編集方針が大事。
【府政情報室長】
いきなり中身ではなく、また、府全体の紙媒体は今のままで、更に情報誌を作るということではなくて、既存のものを整理する、集約することが必要。

【広報課参事】
そういうものを集約してさらに、興味関心を引くようなかたちに加工していきたい。
【府政情報室長】
見てもらうだけでなく、さらにホームページにつなげるものにする必要がある。
府政だよりは、セーフティネットの役割を果たせたらいい。府政だよりはこれ以上の発展は見込めないという前提でスタートするべき。

この要求に至った根拠が一番大切。
【広報課参事】
府政だよりは掲載できる情報量に限りがある。

一方、ホームページは情報の百科事典だが、興味のある人しか見ない。そこに興味や関心を引くようなフックがないと見てくれない。
【府政情報室長】
府政だよりの発行部数が減っている、読まれていないといった現状をどう分析するのかが必要では。府政だよりがあり、ホームページがあり、そして、第三の媒体というのは抽象的すぎる。
今の資料には、中身の企画案や具体的な連携論がない。
【広報課参事】
今回、資料として、３種類の手法をあげさせてもらった。
一つは若者向けＷｅｂページの作成。大阪府のホームページを広告バナーで広めるという発想もあるが、バナー広告から大阪府のホームページにたどり着いても中身まで見てくれないと思う。
小さな個人サイトならともかく、大阪府のホームページは検索すれば誰でもたどり着ける。
広告を載せたからといってアクセス誘導が高まるページではない。
Ｗｅｂ広告にはあまり意味がないので、新しい若者向けのＷｅｂサイトを作っていく。
【府政情報室長】
各部もホームページの制作を個別に要求しているが、そのこととの整合も必要。
もしＷｅｂが必要ならば、新規要求するのではなく、各部の予算に絡む中で取りまとめていくのも方法である。
【広報課参事】
もう一つは、確実に若者に届けたいということで、自主媒体にこだわらず、外部媒体に情報を載せていくことを考えた。

ただ、届けられる可能性は高まるが情報量に限界はある。
さらにもう一つ、紙の自主媒体を発行することを考えた。

この方法は、自由に編集方針を立てられるという利点はあるが、届ける手法に不安が残る。

そこでどこかに置いて配布するのではなく、直接、自分たちで配布してしまおうという案を作った。

【府政情報室長】
紙媒体は撒くということが必要。

色々なことを考えてはくれたが、それぞれにメリットデメリットがある。どうしたいかを示して欲しい。
若者向けという冠をはずした時点で何が残るのか。

【広報課参事】
府政だよりが届いていない層と、府政に興味関心を持っていない層にフックとなるような仕掛けのある情報を届けるということ。これらの層に当てはまるのは若者だという考えに立っていた。
従来の広報物では届かない層に情報を届けたい。

【府政情報室長】
中身はどういうものなのか。

研修とかメニューをたくさん要求するのではなくて、一本に絞るべき。

Ｗｅｂサイトの作成までは思っていなかったが、ホームページへの誘導策は必要。
また、必要な財源を捻出するという観点から、府政だよりのあり方もあわせて検討するように。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（了）

